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は
じ
め
に

本
稿
は
、
前
稿
「
図
書
寮
・
書
陵
部
に
お
け
る
官
制
・
事
務
分
掌
の
歴
史
的
変
遷
」
（
（
（

に

続
い
て
、
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
に
か
つ
て
存
在
し
た
、
も
し
く
は
現
存
す
る
部
局

の
歴
史
的
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
作
業
の
一
環
で
あ
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
こ
の
取
り
組
み
は
宮
内
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
膨
大
な
資
料
群
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
明
治
期
の
宮
内
省
に
存
在
し
た
庶
務
課
（
（
（

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
庶
務
課
は
、

資
料
上
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
最
初
に
そ
の
名
称
が
み
ら
れ
、
同
十
九
年
の
宮
内

省
官
制
の
制
定
に
伴
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
わ
ず
か
十
数
年
の
短
期
間
し
か
存
在
し
な
か
っ

た
部
局
で
あ
る
が
、
所
掌
事
務
は
、
行
幸
、
行
啓
、
恩
賜
、
進
献
、
儀
式
祭
典
、
記
録
管

理
な
ど
宮
内
省
の
業
務
の
中
で
も
非
常
に
重
要
か
つ
広
範
な
項
目
に
及
び
、
そ
れ
ら
の
多

く
は
現
在
宮
内
庁
長
官
官
房
総
務
課
や
同
秘
書
課
な
ど
へ
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
庶
務
課

は
、
太
政
官
制
下
の
宮
内
省
に
お
い
て
心
臓
と
も
呼
ぶ
べ
き
部
局
で
あ
り
、
以
後
の
宮
内

省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
歴
史
的
変
遷
を
理
解
す
る
上
で
ま
ず
押
さ
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
組
織
だ
と
い
え
る
。

近
代
の
宮
中
や
宮
内
省
に
つ
い
て
特
定
の
歴
史
学
的
関
心
に
基
づ
く
論
考
は
、
す
で
に

い
く
つ
か
得
ら
れ
て
い
る
が
（
（
（

、
庶
務
課
を
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
研
究
は
現
在
の
と
こ

ろ
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
太
政
官
制
下
の
宮
内
省
官
制
の
概
要
を
ま
と
め
た
貴

重
な
成
果
と
し
て
、
堀
口
修
「
近
代
の
宮
内
省
官
制
に
つ
い
て
」
（
（
（

が
あ
る
。
堀
口
氏
は
、

主
に
法
令
類
を
用
い
て
当
該
期
に
お
け
る
官
制
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
。
堀
口
論
文
に

よ
っ
て
省
全
体
の
大
き
な
流
れ
は
押
さ
え
ら
れ
る
が
、
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
省
内
で
の

分
課
や
掛
単
位
で
の
変
遷
の
解
析
が
あ
る
。
こ
の
課
題
に
応
ず
る
た
め
に
は
、
庶
務
課
で

作
成
ま
た
は
取
得
さ
れ
た
文
書
（
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
例
規
録
」
（
（
（

な
ど
）
を
精
査
す
る

必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
主
に
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
資
料
を
活
用
し
て
、
事
務
分
掌
を
中
心

に
宮
内
省
庶
務
課
の
組
織
的
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
文
末
に
庶
務
課
内
の
組

織
の
変
遷
表
（
表
6
）
を
付
し
た
の
で
適
宜
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

一　

庶
務
課
設
置
以
前

宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
二

明
治
期
に
お
け
る
宮
内
省
庶
務
課
の
組
織
的
変
遷

宮
　
間
　
純
　
一
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明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
七
月
八
日
に
出
さ
れ
た
職
員
令
に
よ
っ
て
神
祇
官
・
太
政
官

の
二
官
が
置
か
れ
、
民
部
・
大
蔵
・
兵
部
・
刑
部
・
宮
内
・
外
務
の
六
省
、
待
詔
院
、
集

議
院
、
大
学
校
、
弾
正
台
、
皇
太
皇
后
宮
職
、
皇
后
宮
職
、
春
宮
坊
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
（
（
（

。

こ
の
時
の
宮
内
省
に
は
、
明
確
な
組
織
分
化
は
み
ら
れ
な
い
が
、
の
ち
に
庶
務
課
が
所
掌

す
る
こ
と
に
な
る
主
た
る
事
務
は
す
で
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
庶
務
課
の
前
史
と
し
て
同
課
の
業
務
に
つ
な
が
る
部
分
を
中
心
に
、
明
治

六
年
以
前
に
お
け
る
宮
内
省
の
事
務
分
掌
の
変
遷
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、
明
治

二
年
八
月
二
十
一
日
に
京
都
に
留
守
宮
内
省
（
資
料
上
は
京
都
宮
内
省
な
ど
と
も
表
記
さ

れ
る
）
が
置
か
れ
（
（
（

、
翌
年
十
二
月
二
十
二
日
に
本
省
に
合
併
さ
れ
て
い
る
が
（
（
（

、
本
稿
で
は

東
京
の
本
省
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
、
京
都
の
動
向
に
関
し
て
は
別
の
機
会
に
取
り
上
げ

る
こ
と
と
す
る
。

職
員
令
に
よ
り
「
宮
内
庶
務
」
を
総
判
し
、「
近
臣
女
官
等
」
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
管
す
る
卿
一
名
以
下
、
大
輔
、
少
輔
、
大
丞
、
権
大
丞
、
少
丞
、
権
少
丞
以
下
の
役
職

が
宮
内
省
に
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、「
常
侍
規
諫
」
を
掌
る
侍
従
、「
供
奉
診
候
医
薬
」
を

専
ら
と
す
る
大
・
中
・
少
典
医
及
び
史
生
、
省
掌
、
使
部
が
置
か
れ
た
。
明
治
二
年
か
ら

同
四
年
ま
で
の
宮
内
省
の
主
立
っ
た
人
事
を
一
覧
化
す
る
と
表
1
の
通
り
に
な
る
。
創
設

当
初
の
宮
内
省
で
は
、
公
家
出
身
の
華
族
が
幹
部
・
側
近
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
お
り
、

近
世
朝
廷
と
の
連
続
性
が
看
取
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
典
医
に
つ
い
て
も
一
部
に
旧
幕

府
の
奥
医
師
な
ど
が
登
用
さ
れ
た
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
が
朝
廷
の
典
薬
寮
出
身
の
医
師
た

ち
で
あ
っ
た
（
（
（

。
た
だ
し
、
宮
内
省
の
人
事
は
近
世
の
よ
う
な
公
家
の
家
格
に
応
じ
た
も
の

で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
摂
家
出
身
の
公
家
華
族
は
宮
内
省
幹
部
に
み
え
ず
、
徳
大
寺

実
則
（
清
華
家
）
や
三
条
西
季
知
・
公
允
（
大
臣
家
）
な
ど
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
羽
林

家
以
下
の
中
下
級
の
公
家
ま
た
は
非
蔵
人
な
ど
で
あ
り
、
個
別
の
経
歴
を
み
る
と
幕
末
期

に
尊
攘
運
動
に
身
を
投
じ
た
人
物
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

表
1
か
ら
は
、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
以
後
、
宮
内
省
の
人
事
に
大
き
な
動
き
が

あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
周
知
の
通
り
、
廃
藩
置
県
直
後
の
七
月
二
十
九
日
付
で
太
政
官

職
制
（
（1
（

が
定
め
ら
れ
、
正
院
・
左
院
・
右
院
の
三
院
制
が
布
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
内

省
に
お
け
る
人
事
異
動
は
、
こ
の
廃
藩
置
県
に
伴
う
官
制
改
革
と
時
期
を
前
後
し
て
実
施

さ
れ
た
宮
中
改
革
に
起
因
す
る
。
か
か
る
改
革
は
、
参
議
西
郷
隆
盛
が
、「
国
威
を
発
揚

せ
ん
と
せ
ば
、
宜
し
く
根
源
に
遡
り
て
宮
禁
の
宿
弊
を
改
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
即
ち
華

奢
・
柔
弱
の
風
あ
る
旧
公
卿
を
宮
中
よ
り
排
斥
し
、
之
れ
に
代
ふ
る
に
剛
健
・
清
廉
の
士

を
以
て
し
て
聖
徳
を
輔
導
せ
し
む
る
を
肝
要
と
す
」
と
の
意
見
を
参
議
木
戸
孝
允
・
大
蔵

卿
大
久
保
利
通
ら
に
図
り
、
右
大
臣
三
条
実
美
・
大
納
言
岩
倉
具
視
へ
進
言
し
た
こ
と
に

端
を
発
す
る
と
さ
れ
る
（
（1
（

。
実
際
に
、
従
来
か
ら
の
指
摘
通
り
改
革
が
実
施
さ
れ
、
侍
従
な

ど
の
重
職
に
士
族
が
起
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
（1
（

。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
、
世
古
延
世
や

山
中
獻
と
い
っ
た
商
人
や
農
民
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、
幕
末
維
新
期
に
尊
攘
運
動
を

き
っ
か
け
と
し
て
政
治
的
運
動
に
身
を
投
じ
た
い
わ
ゆ
る
「
草
莽
の
志
士
」
た
ち
の
起
用

が
み
ら
れ
る
。

資
料
上
、
最
も
早
く
見
出
せ
る
明
文
化
さ
れ
た
宮
内
省
の
事
務
分
掌
は
、
明
治
二
年
九

月
十
四
日
の
「
分
課
」
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
の
「
分
課
」
に
よ
れ
ば
、
大
丞
千
種
有
文
以
下
六
名

が
「
当
番
、
出
御
、
御
対
面
、
天
盃
、
諸
御
礼
天
機
伺
、
御
読
書
、
御
当
座
、
御
馬
、
印

鑑
」
を
、
大
輔
烏
丸
光
徳
ら
四
名
が
「
制
度
、
修
理
、
用
度
、
奉
献
、
秩
禄
、
会
計
」
を
、

少
録
曽
我
克
輔
ら
二
名
が
「
宮
中
取
締
、
御
門
出
入
、
倉
庫
、
管
鑰
」
に
関
す
る
事
項
を

担
当
し
た
。「
分
課
」
は
、
組
織
を
単
位
と
し
た
分
掌
で
は
な
く
、
主
に
丞
・
録
の
官
員

に
よ
る
業
務
分
担
で
あ
る
。
以
後
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
表
2
の
通
り
、
庶
務
課
設
置

以
前
に
「
分
課
」・「
宮
内
分
課
」・「
宮
内
省
分
課
」
の
改
正
が
数
度
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
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れ
ら
が
示
し
て
い
る
分
掌
は
、
や
は
り
近
代
の
行
政
機
関
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
に
よ

る
職
務
分
化
で
は
な
い
が
、
具
体
的
な
業
務
内
容
を
み
る
と
祭
祀
・
儀
式
関
係
を
除
い
て
、

出
御
（
行
幸
、
行
啓
）、
奉
献
（
献
上
）
な
ど
と
い
っ
た
宮
中
に
関
わ
る
宮
内
省
の
主
要

な
所
掌
事
項
は
、
明
治
四
年
の
時
点
で
ほ
ぼ
出
揃
っ
て
い
た
と
み
て
取
れ
る
。

ち
な
み
に
、
明
治
四
年
十
一
月
十
二
日
に
派
遣
さ
れ
た
岩
倉
遣
欧
使
節
団
の
随
行
員
が

持
参
す
る
た
め
に
進
達
さ
れ
た
「
宮
内
省
章
程
」（
未
定
稿
）
に
は
、「
宮
中
一
切
ノ
庶
務

ヲ
裁
判
ス
ル
事
、
但
大
事
ハ
正
院
ニ
申
出
決
ヲ
取
ル
事
」、「
離
宮
其
他
御
遊
、
行
幸
、
行

啓
、
儀
衛
ヲ
整
フ
ル
事
」
な
ど
と
宮
内
省
の
役
割
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
宮
内
省
は
、
正

院
の
も
と
で
宮
中
に
関
わ
る
事
柄
全
般
を
担
当
す
る
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

省
内
で
は
、
宿
番
の
人
員
・
役
割
分
担
な
ど
の
規
則
も
徐
々
に
定
め
ら
れ
た
。
明
治
二

年
十
二
月
七
日
時
点
の
「
宿
番
人
員
」
は
、
史
生
一
名
、
省
掌
四
名
（
御
玄
関
二
名
、
座

式（マ
マ
）鍵
番
一
名
、
取
次
勤
番
一
名
）、
使
部
七
名
、
御
厨
子
所
膳
部
一
名
、
鍵
番
二
名
、
日

記
役
一
名
、
御
使
番
四
名
、
仕
丁
頭
二
名
、
三
仲
間
取
締
一
名
、
内
侍
所
（
刀
自
取
締
）

一
名
、
対
屋
口
番
三
名
、
呉
服
所
口
番
二
名
、
預
り
五
名
、
仕
丁
二
六
名
、
釜
殿
二
名
、

山
科
郷
士
一
一
名
、
能
勢
役
人
二
名
、
八
瀬
童
子
二
〇
名
、
兵
衛
一
名
、
給
仕
子
供
二
名

と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
江
戸
時
代
以
前
か
ら
朝
廷
と
の
由
緒
を
も
つ
八
瀬
童
子
や
山
科
郷

士
な
（
（1
（

ど
に
は
前
近
代
の
名
残
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
史
生
や
省
掌
な
ど
職
員
令
に
対
応
し

て
設
置
さ
れ
た
官
員
が
み
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
、
皇
城
の
取
締
規
則
（
諸
門
の
通
行
・
鍵

の
管
理
な
ど
）
な
ど
が
策
定
さ
れ
て
い
っ
た
（
（1
（

。

以
上
の
よ
う
な
庶
務
課
設
置
以
前
の
段
階
か
ら
は
、
明
治
政
府
の
官
制
改
革
と
並
行
し

な
が
ら
前
近
代
的
な
組
織
か
ら
近
代
の
宮
内
省
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
様
相
が
浮
か
ん
で

く
る
。

二　

明
治
六
年
の
庶
務
課

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
七
月
二
日
に
宮
内
省
か
ら
太
政
官
正
院
へ
提
出
さ
れ
た
「
宮

内
省
各
分
課
人
員
表
」
（
（1
（

（
以
下
、「
人
員
表
」
と
い
う
）
に
お
い
て
初
め
て
庶
務
課
の
名
称

が
み
え
る
。
庶
務
課
以
外
に
は
、
記
録
課
、
出
納
課
、
御
内
儀
課
、
御
厩
課
及
び
内
膳
司
、

内
匠
司
、
調
度
司
の
三
司
が
存
在
し
た
。「
人
員
表
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
宮
内
省
は
、

幹
部
が
卿
・
大
輔
・
少
輔
・
三
等
出
仕
・
大
丞
各
一
名
、
少
丞
四
名
、
四
等
出
仕
一
名
、

五
等
出
仕
一
名
、
侍
従
長
二
名
、
侍
従
番
長
二
名
、
侍
従
一
〇
名
と
い
っ
た
体
制
で
あ
っ

た
。
か
か
る
体
制
の
も
と
、
庶
務
課
に
は
大
録
二
名
、
中
録
二
名
、
少
録
一
名
が
置
か
れ

た
。
庶
務
課
は
、
御
祭
典
、
儀
式
、
御
府
、
物
品
、
諸
向
往
復
及
び
「
其
他
臨
時
ノ
庶
務

ヲ
掌
ル
」
と
さ
れ
て
お
り
、
儀
式
か
ら
省
外
と
の
折
衝
（
往
復
）
事
務
ま
で
幅
広
く
掌
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

記
録
課
に
は
、
少
録
二
名
と
権
少
録
二
名
が
配
置
さ
れ
、
所
掌
事
務
は
「
記
録
、
履
歴
、

其
他
一
切
ノ
書
記
」
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
ほ
ど
な
く
庶
務
課
が
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
る
。
記
録
課
が
設
け
ら
れ
た
背
景
に
は
、
同
年
五
月
五
日
に
発
生
し
た
皇
城

炎
上
に
よ
っ
て
宮
内
省
の
文
書
が
焼
失
し
、
記
録
管
理
に
対
す
る
危
機
意
識
が
高
ま
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
皇
城
炎
上
以
後
、
宮
内
省
は
左
院
及
び
各
省
使
府
県
に
依

頼
し
て
記
録
の
復
元
を
試
み
て
い
た
（
（1
（

。

同
年
七
月
十
七
日
に
は
、
宮
内
省
か
ら
の
伺
い
（
（2
（

を
受
け
て
内
膳
司
、
内
匠
司
、
調
度
司

が
廃
止
さ
れ
た
が
（
（2
（

、
そ
の
業
務
内
容
は
引
き
続
き
宮
内
省
で
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
宮
内
省
か
ら
正
院
へ
「
省
中
事
務
章
程
冊
定
」
が
提
出
さ
れ
、
十
月
二
十
三

日
、
差
向
き
の
分
課
が
省
内
に
通
知
さ
れ
た
（
（2
（

。
こ
こ
で
は
、
宮
内
省
全
体
を
六
つ
の
課
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就任年 月 日 官　職 氏　名 出身等 転免年 月 日 転　免
2 7 8 卿 万里小路博房 公家 4 6 22 免
4 10 15 卿 徳大寺実則 公家 17 3 21 免
2 9 10 大輔 烏丸光徳 公家 4 6 22 免
4 6 27 大輔 万里小路博房 公家 11 8 29 →皇太后宮大夫
3 12 12 少輔 阿野公誠 公家 4 8 23 免
4 11 17 少輔 吉井友実 薩摩藩 7 3 7 免
2 7 8 大丞 千種有文 公家 2 10 17 免
2 7 8 大丞 戸田忠至 宇都宮藩 4 7 20 免（諸陵頭専任）
2 7 25 大丞 六条有容 公家 3 1 12 免
2 8 22 大丞 中村弘毅 土佐藩 2 9 3 免
3 1 12 大丞 久世通凞 公家 3 10 20 免
3 9 27 大丞 小河一敏 岡藩 4 4 12 免
3 12 12 大丞 東園基敬 公家 4 8 23 免
4 7 4 大丞 吉井友実 薩摩藩 4 11 7 →宮内少輔
4 8 1 大丞 村田経満 薩摩藩 6 1 12 免
4 8 23 大丞 阿野公誠 公家 6 5 17 免
4 10 7 大丞 杉孫七郎 長州藩 5 7 20 →秋田県令
2 7 8 権大丞 東園基敬 公家 3 12 12 →宮内大丞
2 7 8 権大丞 平松時厚 公家 3 6 19 →新潟県知事
2 7 8 権大丞 四辻公賀 公家 4 7 20 免
2 7 25 権大丞 澤為量 公家 3 12 12 免
2 7 25 権大丞 梅渓通喜 公家 3 3 30 →神祇少副
2 9 4 権大丞 大津伊之助 阿波藩 2 10 25 →衆議権判官
2 9 7 権大丞 長谷信成 公家 4 7 29 免
2 9 13 権大丞 鷹取保 三重県 4 3 19 免
2 9 29 権大丞 新納加藤二 薩摩藩 4 8 23 免
2 12 3 権大丞 松尾相永 非蔵人 3 11 8 免
3 1 8 権大丞 世古延世 伊勢国松坂・商人 3 8 19 免
3 6 27 権大丞 千種有任 公家 4 7 20 免
3 12 12 権大丞 山本実政 公家 4 8 23 免
4 7 20 権大丞 世古延世 伊勢国松坂・商人 4 7 29 免
3 11 25 権大丞 木場清生 薩摩藩 4 7 20 免
3 12 12 権大丞 醍醐忠敬 公家 4 8 23 免
4 7 23 権大丞 野村靖 長州藩 4 8 17 →宮内少丞
2 7 25 少丞 鴨脚光長 非蔵人 3 1 12 免
2 11 8 少丞 清水磯太郎 三卿田安家 4 7 20 免
3 11 8 少丞 松尾相永 非蔵人 4 7 20 免
4 8 17 少丞 香川敬三 水戸藩 4 10 27 免
4 8 17 少丞 世古延世 伊勢国松坂・商人 6 5 17 免
4 8 17 少丞 野村靖 長州藩 4 10 7 →外務大記
4 8 17 少丞 長谷信成 公家 6 5 17 免
4 12 27 少丞 新納加藤二 薩摩藩 6 5 17 免
3 5 4 権少丞 竹内節蔵 多古藩 4 7 20 免
3 11 8 権少丞 松尾相保 非蔵人 4 7 20 免
3 11 19 権少丞 香川敬三 水戸藩 4 7 29 免
3 5 12 出仕 山本実政 公家 3 12 12 →宮内権大丞
3 7 20 出仕 石山基正 公家 3 12 22 免
3 8 29 出仕 石山基文 公家 3 9 12 免
3 11 4 出仕 石山基文 公家 3 11 4 →次侍従
－ － － 出仕 六条有義 公家 4 6 22 免
4 5 30 出仕 元田永孚 熊本藩 4 9 5 →宮内省七等出仕
4 7 20 出仕 徳大寺実則 公家 4 8 4 →侍従長
4 10 14 五等出仕 加藤弘之 幕臣 5 8 4 →宮内省四等出仕
4 9 7 七等出仕 平田延胤 久保田藩 5 1 18 免
4 9 7 七等出仕 元田永孚 熊本藩 5 2 13 →宮内省六等出仕
4 11 27 七等出仕 本居豊頴 紀州藩 5 8 4 →宮内省六等出仕
4 12 8 七等出仕 山中獻 三河国・農民 6 8 22 免
4 12 8 七等出仕 宇田淵 京都・医師 6 8 22 免
4 12 8 七等出仕 武田敬孝 大洲藩 6 8 22 免
4 8 4 侍従長 徳大寺実則 公家 10 8 29 免
4 9 20 侍従長 河瀬真孝 長州藩 6 9 30 →弁理公使

表 1　宮内省主要人事一覧（明治 2〜 4年）
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就任年 月 日 官　職 氏　名 出身等 転免年 月 日 転　免
4 10 15 侍従長 東久世通禧 公家 10 8 29 →議官
2 8 22 侍従 醍醐忠順 公家 5 4 30 →侍従番長
2 8 22 侍従 三条西季知 公家 3 11 8 免

2 8 22 侍従 堀川康隆 公家 15 2 9 →宮内省六等出仕兼侍
従

2 8 22 侍従 高辻修長 公家 4 10 28 免
2 8 22 侍従 三条西公允 公家 2 10 3 →水原県知事
2 8 22 侍従 冨小路敬直 公家 4 8 29 免
2 8 22 侍従 東園基愛 公家 4 7 27 免
2 8 22 侍従 裏松良光 公家 4 7 27 免
2 8 22 侍従 入江為福 公家 4 7 27 免
2 8 22 侍従 長谷信成 公家 2 9 7 →宮内権大丞
2 9 13 侍従 勘解由小路資正 公家 5 5 4 →宮内省六等出仕
2 11 15 侍従 綾小路有良 公家 4 7 27 免
3 9 17 侍従 園池公静 公家 4 7 27 免
3 11 8 侍従 三条西公允 公家 4 7 27 免
4 7 24 侍従 米田虎雄 熊本藩 6 1 9 →侍従番長
4 7 24 侍従 高屋長祥 土佐藩 5 2 3 →兵部少丞
4 7 27 侍従 高島鞆之助 薩摩藩 5 4 30 →侍従番長
4 7 27 侍従 北条氏恭 狭山藩 大正元 12 1 免
4 8 5 侍従 高城重信 薩摩藩 4 9 29 免
4 9 2 侍従 河野亀太郎 長州藩 4 11 25 免
4 9 29 侍従 五条為栄 公家 6 5 17 免
4 9 29 侍従 東園基愛 公家 大正 4 12 27 →掌典次長
4 9 29 侍従 裏松良光 公家 5 1 14 免
4 9 29 侍従 入江為福 公家 5 1 14 免
4 9 29 侍従 綾小路有良 公家 12 10 7 免
4 9 29 侍従 島義勇 佐賀藩 4 12 26 →秋田県権令
4 9 29 侍従 堤正誼 越前藩 5 4 30 →侍従番長
4 11 7 侍従 片岡利和 土佐藩 39 5 29 免
4 11 9 侍従 有地信政 長州藩 6 5 17 免
3 11 10 次侍従 上杉勝道 米沢新田藩 4 7 27 免
3 11 10 次侍従 慈光寺有仲 公家 4 7 27 免
3 11 10 次侍従 石山基文 公家 4 9 29 →侍従
3 11 10 次侍従 豊岡健資 公家 4 7 27 免
3 11 10 次侍従 伏原宣之 公家 4 9 29 →侍従
3 11 10 次侍従 冷泉為楽 公家 4 7 27 免
3 11 10 次侍従 北条氏恭 狭山藩 4 7 27 →侍従
3 11 10 次侍従 山内豊誠 土佐新田藩 4 7 27 免
3 11 10 次侍従 清水篤守 三卿清水家 4 2 25 免
4 7 27 次侍従 五条為栄 公家 4 9 29 →侍従
4 7 27 次侍従 東園基愛 公家 4 9 29 →侍従
4 7 27 次侍従 裏松良光 公家 4 9 29 →侍従
4 7 27 次侍従 入江為福 公家 4 9 29 →侍従
4 7 27 次侍従 綾小路有良 公家 4 9 29 →侍従
4 7 27 次侍従 島義勇 佐賀藩 4 9 29 →侍従
4 8 5 次侍従 高城重信 薩摩藩 4 9 29 →侍従

※�式部職「任解日録」明治 2〜 3年（識別番号 2013）、同左明治 4年（識別番号 2014）、大臣官房秘書課「進退録」1・
明治 3年（識別番号 20801-1）、同左「進退録」1・明治 4年（識別番号 20803-1）、宮内省「職員録」明治元〜 17 年
（識別番号 85242）、「大日本維新史料稿本」（東京大学史料編纂所所蔵）、『百官履歴』1・2（覆刻版、東京大学出版会、
1973 年）、宮内庁編『明治天皇紀』第 2（吉川弘文館、1969 年）、『官報』から作成。年は、元号のないものはすべて
明治。



表 2　宮内省分課変遷一覧（庶務課設置以前）

2年9月14日
分課

当番 出御 御対面 天盃 諸御礼 天機伺 御読書 御当座 御馬 印鑑 制度 修理 用度 奉献 秩禄 会計 宮中取締 御門出入 倉庫 管鑰
千種大丞，四辻権大丞，東園権大丞，長谷権大丞，平松権大丞，大津権大丞 烏丸大輔，戸田大丞，鷹取権大丞，松本大録 市川大録，曽我少録，小室少録

2年10月19日
宮内分課

当番 出御 御対面 天盃 諸御礼 天機伺 御読書 御当座 御馬 省中取締 管鑰 御門出入 会計 御膳 用度 営繕 秩禄 奉献 印鑑 倉庫 吹上 山里 濱殿 御馬御用掛 御綱
四辻権大丞，東園権大丞，長谷権大丞，平松権大丞 戸田大丞，鷹取権大丞，松本大録，千賀大録，小室少録，省掌，使部，仕丁 大津権大丞，市川大録，竹内大録，曽我少録，省掌，使部，

仕丁
綾小路従四位，
長谷権大丞

目方従六位

2年11月14日
宮内分課

当番 出御 御対面 天盃 諸御礼 天機伺 御読書 御馬 会計 御膳 用度 営繕 秩禄 御厩 奉献 管鑰 御門出入 印鑑 宮中取締 倉庫 吹上 山里 濱殿 御馬御用掛 御綱
四辻権大丞，東園権大丞，長谷権大丞，平松権大丞 戸田大丞，鷹取権大丞，松本大録，小室権大録，櫻井権大録 戸田大丞，鷹取権大丞，清水少丞，竹内大録，千賀大録，曽我権大録，省掌，使部，仕丁 綾小路従四位，

長谷権大丞
目方従六位

2年12月10日
宮内分課 

当番 出御 御対面 天盃 諸御礼 天機伺 御読書 御当座 御馬 御薬調進立合 会計 御膳 用度 営繕 秩禄 御厩 奉献 管鑰 御門出入 印鑑 省中取締 倉庫 吹上 山里 濱殿
四辻権大丞，東園権大丞，長谷権大丞，平松権大丞，史生 1・省掌 2・使部 3・仕丁 6（宿番） 戸田大丞，鷹取権大丞，松本大録，小室権大録，櫻井権大録，

渡辺権少録，朝香権少録，省掌，使部，仕丁
戸田大丞，鷹取権大丞，松尾権大丞，清水少丞，竹内大録，千賀大録，曽我権大録，町口権少録，
小佐治権少録，高松権少録，省掌，使部，仕丁

錠口見廻り 賢所取締 御馬御用掛 御綱
小室権大録，櫻井権大録，渡辺権少録，朝香権少録，曽我権大録，町
口権少録，小佐治権少録，高松権少録

清水少丞，千賀大録 綾小路従四位 目方従六
位

3年2月15日
宮内省分課 

当番 天機伺 諸礼 御殿向 管鑰 奉献 修学離宮 倉庫 省中取締 賢所 口向 御厩 用途 土木 大宮御所取締 中宮御所・桂宮・静寛院宮等取締
久世大丞，梅渓権大丞，葉室従二位（当番出仕），史生，省掌，使部，仕丁 烏丸大輔，世古権大丞，新納権大丞，松尾権大丞，木村大録，城

多大録，省掌，使部
烏丸大輔，新納権大丞，広瀬大録，省掌，
使部

烏丸大輔，世古権大丞，広瀬大録，土山少録，省掌，使部

3年5月2日
宮内分課

当番 出御 御対面 天盃 諸御礼 天機伺 御読書 御当座 御薬調剤検知 会計 御膳 用度 営繕 秩禄 奉献 管鑰 御門出入 印鑑 御厩 倉庫 吹上 山里 御馬御用掛 御綱
四辻権大丞，長谷権大丞，平松権大丞，史生 1・省掌 2・使部 3・仕丁 6（宿直） 戸田大丞，堤権少録（用度），鷹取権大丞，鈴木大

録（用度），小室権大録，櫻井権大録（御厩掛），
朝香権少録，上田権少録，省掌，使部，仕丁

清水少丞，竹内大録，千賀大録，曽我権大録，渡辺権少録，町口権少録，小佐治
権少録，高松権少録，省掌，使部，仕丁

綾小路従四侍
従，長谷権大
丞

目方従六位，
小野打従六
位，木村従
六位

錠口見廻り 賢所取締
鷹取権大丞，小室権大録，櫻井権大録，曽我権大録，渡辺権少録，朝
香権少録，上田権少録，町口権少録，小佐治権少録，高松権少録

清水少丞，千賀大録

3年10月15日
宮内分課

当番 出御 御対面 天盃 諸御礼 天機伺 御読書 御当座 御薬調剤検知 会計 御膳 用度 営繕 秩禄 奉献 管鑰 御門出入 印鑑 御厩 倉庫 吹上 山里 御乗馬御用掛
四辻権大丞，千種権大丞，長谷権大丞，史生，省掌，使部，仕丁 戸田大丞，小河大丞，竹内権少丞，曽我権大録，

櫻井権大録（御厩掛），朝香権少録，省掌，使部，
仕丁，鈴木大録（用度掛），高松権少録，堤権少録

（御厩掛），上田権少録

清水少丞，広瀬大録，千賀大録，渡辺権少録，町口権少録，小佐治権少録，庄林
権少録，村田権少録，省掌，使部，仕丁

綾小路従四侍従，長谷権大
丞

御綱 錠口見廻り 賢所取締
目方従六位，小野打従六位，
宮下従六位，川南門次，本河
弥共

竹内権少丞，曽我権大録，櫻井権大録，朝香権少録 清水少丞，千賀大録

4年3月10日
宮内分課

当番 出御 御対面 天盃 諸御礼 天機伺 御読書 御当座 御薬調剤検知 会計 御膳 用度 営繕 秩禄 奉献 管鑰 御門出入 印鑑 倉庫 吹上 山里 濱殿 奥口取締
四辻権大丞，千種権大丞，長谷権大丞 戸田大丞，香川権大丞，木場権大丞，松尾少丞，

竹内権少丞，城多大録，曽我権大録，櫻井権大録，
鈴木大録（用度掛），上田権少録，吉村権少録（当
分）

小河大丞，清水少丞，松尾権少丞，千賀大録 町口少録，小佐治少録，渥
美少録，村田権少録，古宇
田権少録，吉益権少録

御厩 賢所取締 省掌使部取締
古田権少録 清水少丞，千賀大録 町口少録，渥美少録，古宇田権少録

※大臣官房総務課「例規録」明治2・3年（識別番号362）、同左明治4〜5年（識別番号363）、「宮内省日記」1・2（識別番号74801・74802）、大臣官房総務課「日録」明治2〜4年（識別番号22992〜22994-3）、「公文録」・「太政類典」（国立公文書館所蔵）、『法規分類大全』、『明治天皇紀』第2から作成。
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（
庶
務
・
内
膳
・
内
匠
・
調
度
・
御
厩
・
出
納
）
に
分
け
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
庶
務
・
往

復
・
御
内
儀
の
三
課
を
合
併
し
て
庶
務
課
一
課
に
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。
往
復
課
に
つ
い

て
は
、
七
月
二
日
の
「
人
員
表
」
の
段
階
で
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
七
月
三
日
以
降
に

設
け
ら
れ
た
課
だ
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。「
往
復
」

と
は
、
文
書
や
物
品
の
往
復
を
は
じ
め
と
す
る
太
政
官
や
各
省
府
使
県
な
ど
外
部
組
織
と

の
や
り
と
り
に
関
す
る
業
務
で
あ
る
。
記
録
課
に
つ
い
て
は
、
業
務
内
容
は
庶
務
課
に
吸

収
さ
れ
て
い
る
が
、
廃
止
さ
れ
た
日
時
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

庶
務
課
の
業
務
は
、「
往
復
兼
受
付
応
接
、
布
告
、
御
祭
典
兼
御
儀
式
、
御
写
真
、
倉

庫
兼
御
物
類
、
職
員
録
、
鑑
札
、
書
記
、
御
内
儀
、
雑
掌
掛
」
と
さ
れ
、
こ
の
事
務
区
分

ご
と
に
さ
ら
に
分
掌
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
具
体
的
な
分
掌
の
方
法
に
つ
い
て
は
、「
毎

課
共
便
宜
数
科
ニ
分
」
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
課
」
の
も
と
に
複
数
の

「
科
」
を
置
く
体
制
で
あ
る
（
（2
（

。
正
権
大
録
あ
る
い
は
八
等
・
九
等
の
官
吏
は
一
課
を
管
掌

し
、
正
権
中
録
・
少
録
及
び
十
等
か
ら
十
三
等
ま
で
の
官
吏
が
一
科
も
し
く
は
二
・
三
科

を
掌
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
の
直
後
、「
庶
務
課
事
務
取
扱
方
概
略
」
が
作
成
さ
れ
、
十
月
三
十
日
、
宮

内
卿
徳
大
寺
実
則
か
ら
庶
務
課
へ
通
知
さ
れ
た
（
（2
（

。
こ
れ
は
、「
今
般
大
録
以
下
事
務
取
扱

区
別
相
定
候
ニ
付
而
者
、
差
向
其
課
事
務
取
扱
方
概
略
別
紙
之
通
仮
ニ
相
定
候
条
遵
守
い

た
す
へ
し
、
尤
此
上
増
補
改
冊
一
定
之
成
規
可
相
立
筈
ニ
付
、
追
而
実
際
施
設
之
上
諸
事

罹
細
取
調
申
出
候
様
可
致
候
」
と
あ
る
よ
う
に
仮
の
規
程
で
あ
っ
た
が
、
課
員
に
は
遵
守

が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
創
設
当
初
に
お
け
る
庶
務
課
の
事
務
遂
行
過
程
に
つ
い
て
知

る
た
め
の
好
材
料
で
あ
る
の
で
左
に
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

　

庶
務
課
事
務
取
扱
方
概
略

第
一

諸
般
ノ
事
務
当
初
其
事
ニ
関
ス
ル
ノ
各
員
終
始
担
任
シ
テ
其
事
ヲ
了
ル
可
シ

第
二

諸
般
ノ
事
件
必
ス
件
銘
録
ニ
撮
記
シ
、
主
任
ノ
検
印
ヲ
証
シ
以
テ
捜
索
ニ
便
ス

第
三

官
省
寮
司
府
県
等
ノ
来
簡
ハ
掛
リ
中
少
録
及
大
録
順
次
閲
覧
卿
輔
丞
等
ノ
名
ニ
係
ル
封

書
ハ
封
ノ
侭
其
当
名
エ
差‌

出
ス
コ
ト

ア
ル
可
シ
、
各
其
検
印
ヲ
証
シ
テ
丞
ニ
差
出
ス
可
シ
成
規
ア
ル
常
事
ハ
直
ニ
復
書
案
ヲ

付
シ
テ
差
出
ス
コ
ト
ア
ル
可
シ

第
四

正
院
上
申
、
諸
省
往
復
、
府
県
指
令
等
ノ
草
按
ハ
掛
リ
中
少
録
及
大
録
必
検
印
シ

テ
尋
常
事
務
ハ
中
録
以
下

其
案
ヲ
草
ス

、
後
丞
以
上
ノ
検
印
ヲ
証
ス
可
シ
卿
輔
ノ
名
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
其
検
印

ヲ
徴
シ
、
丞
ノ
名
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ‌

丞
ノ
ミ
ノ
検

印
ヲ
徴
ス

第
五

課
中
及
各
課
ニ
関
ス
ル
諸
件
後
日
ノ
徴
証
ト
ナ
ル
可
キ
モ
ノ
ハ
尋
常
小
事
ト
雖
モ

必
界
紙
ニ
記
載
シ
、
掛
リ
中
少
録
及
大
録
検
印
シ
、
重
事
ハ
丞
以
上
ノ
検
印
ヲ
徴

シ
テ
後
施
設
ス
可
シ

第
六

正
院
上
申
、
諸
省
往
復
、
府
県
指
令
等
ノ
簿
書
ハ
主
任
官
其
事
類
ヲ
分区

チ分

シ
テ
之

ヲ
管
主
シ
、
其
事
全
了
ノ
後
部
門
ヲ
分
テ
編
成
ス
可
シ
編
成
ノ
方
法
ハ
追
テ
相
定
ム
可
シ

但
、
尋
常
事
務
一
往
復
ニ
テ
事
了
ノ
類
ハ
従
前
ノ
如
ク
先
ツ
仮
綴
冊
ニ
綴
入
シ
、

毎
十
日
ニ
各
種
往
復
簿
等
ニ
綴
入
ス
可
シ
、
尤
正
院
上
申
、
府
県
指
令
ニ
関
ス

ル
書
類
及
指
令
案
ハ
大
小
ト
ナ
ク
惣
テ
本
条
ノ
通
リ
タ
ル
可
シ

第
七

諸
般
ノ
事
務
大
録
及
掛
リ
中
少
録
切
磋
商
量
シ
、
掩
滞
乖
戻
ナ
キ
ヲ
要
ス
可
シ

　

以
上

々
々
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こ
の
規
程
か
ら
は
、

稟
議
制
に
よ
る
意
思
決

定
の
過
程
が
読
み
取
れ

よ
う
。
文
書
に
よ
る
起

案
か
ら
検
印
（
決
裁
）

の
手
順
が
示
さ
れ
、
簿

書
の
編
綴
方
法
に
ま
で

言
及
さ
れ
て
い
る
。
稟

議
制
は
、
文
書
の
様
式
に
も
反
映
さ
れ
、「
庶
務
課
事
務
取
扱
方
概
略
」
の
通
知
と
同
じ

明
治
六
年
十
月
三
十
日
に
は
宮
内
省
に
お
け
る
文
書
の
「
検
印
式
」（
図
1
）
が
定
め
ら

れ
た
（
明
治
六
年
十
月
三
十
日
卿
決
裁
）。
図
1
の
よ
う
に
録
に
よ
る
起
案
文
書
は
、
主

任
の
録
が
年
月
日
の
下
に
押
印
し
、
つ
い
で
掛
（
科
）
内
の
少
録
、
大
録
の
順
で
検
印
を

徴
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
特
に
、
重
要
な
案
件
つ
い
て
は
丞
以
上
の
検
印
を
要
す
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
く
、
明
治
六
年
十
一
月
八
日
、
前
述
し
た
六
課
の
建
制
順
が
庶
務

課
、
出
納
課
、
内
膳
課
、
内
匠
課
、
調
度
課
、
御
厩
課
と
定
め
ら
れ
た
（
（2
（

。

以
後
も
分
課
の
改
正
は
、
進
め
ら
れ
た
。「
人
員
表
」
は
、
内
膳
・
内
匠
・
調
度
三
司

の
廃
止
を
受
け
て
明
治
六
年
中
に
再
度
修
正
さ
れ
、
十
一
月
二
十
日
に
太
政
官
の
史
官
へ

提
出
さ
れ
た
（
（2
（

。
庶
務
課
の
所
掌
範
囲
は
、「
御
祭
典
、
儀
式
、
御
府
、
物
品
、
諸
向
往
復
、

記
録
、
履
歴
、
雑
掌
取
締
、
女
儀
ニ
関
ス
ル
雑
事
等
一
切
ノ
庶
務
ヲ
掌
ル
」
と
さ
れ
、
大

録
三
名
、
権
大
録
二
名
、
中
録
三
名
、
権
中
録
一
名
、
少
録
四
名
、
十
二
等
出
仕
一
名
、

権
少
録
一
名
、
十
五
等
出
仕
三
名
、
等
外
一
等
出
仕
一
名
を
置
く
と
定
め
ら
れ
た
。
明
治

六
年
中
の
庶
務
課
の
人
事
は
、
不
明
な
部
分
が
大
き
い
が
、
同
年
十
二
月
二
十
二
日
に
大

丞
杉
孫
七
郎
、
少
丞
香
川
敬
三
、
少
丞
山
岡
鐵
太
郎
が
「
本
省
事
務
主
任
」
に
就
い
て
お

り
（
（2
（

、
庶
務
課
の
大
録
は
そ
の
指
揮
下
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
宮
内
省
か
ら
正
院
へ
報
告
さ
れ
た
宮
内
省
の
官

員
の
人
数
は
、
勅
任
五
名
（
華
族
三
、
士
族
二
）、
奏
任
二
八
名
（
華
族
七
、
士
族
一
九
、

平
民
二
）、
判
任
一
三
五
名
（
華
族
四
、
士
族
一
一
五
、
卒
二
、
農
六
、
商
四
、
平
民
四
）、

等
外
一
七
三
名
（
士
族
一
一
八
、
卒
三
、
農
三
三
、
商
九
、
平
民
一
〇
）、
御
雇
二
三
名

（
華
族
二
、
士
族
一
二
、
商
五
、
平
民
四
）
の
合
計
三
六
四
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
は
別

に
、
女
官
が
奏
任
一
五
名
（
華
族
一
四
、
士
族
一
）、
判
任
五
〇
名
（
士
族
四
八
、
商
二
）、

等
外
九
名
（
士
族
三
、
農
三
、
商
三
）
の
合
計
七
四
名
が
い
た
（
（3
（

。

以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
六
年
中
に
複
数
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
改
正
に
よ

り
、
宮
内
省
の
分
課
や
事
務
処
理
の
手
順
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
、
庶
務
課

は
祭
典
・
儀
式
や
他
機
関
と
の
往
復
事
務
、
人
事
履
歴
や
記
録
の
管
理
な
ど
省
内
に
お
け

る
事
務
遂
行
上
の
中
枢
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

三　

庶
務
課
の
変
遷
Ⅰ
─
明
治
七
年
〜
明
治
十
年
─

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
二
月
二
十
日
に
内
廷
課
が
新
設
さ
れ
る
と
、
庶
務
課
中
の

雑
掌
懸
・
御
内
儀
懸
の
事
務
並
び
に
青
山
御
所
及
び
各
離
宮
の
常
務
な
ど
の
取
り
扱
い
が

庶
務
課
か
ら
内
廷
課
へ
移
管
さ
れ
た
（
（3
（

。
庶
務
課
で
雑
掌
懸
や
御
内
儀
懸
が
い
つ
置
か
れ
た

の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
点
で
内
廷
に
関
す
る
事
項
が
庶
務
課
か
ら
離
れ
た
。

同
年
十
二
月
二
十
日
に
は
、
少
丞
山
岡
鐵
太
郎
が
初
代
の
庶
務
課
長
に
任
命
さ
れ
（
（3
（

、
山

岡
の
も
と
で
庶
務
課
内
の
分
掌
や
人
員
配
置
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
翌
八
年
一
月
十
七

日
に
は
大
録
浅
田
凞
光
が
庶
務
課
取
締
に
任
命
さ
れ
（
（3
（

、
同
日
課
内
の
掛
規
程
が
定
め
ら
れ

た
（
明
治
八
年
一
月
十
七
日
卿
決
裁
）。
こ
の
規
程
に
よ
り
、
庶
務
課
内
に
常
務
・
往

(

26)

(

34)

卿

丞

輔
年
月
日

主
任

同
掛
リ 録録

大
録

図 1　明治 6年 10月 30日検印式

※「○」は押印の位置を表わしている
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復
・
記
録
の
三
掛
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
常
務
掛
は
、「
省
中
ノ
庶
務
ヲ
受
付
シ

及
行
幸
、
行
啓
、
祭
儀
、
典
式
、
倉
庫
、
管
鑰
、
鑑
札
及
皇
族
官
員
願
伺
ノ
事
務
」
を
、

往
復
掛
は
、「
正
院
上
申
、
各
省
使
庁
府
県
往
復
、
布
達
、
受
付
及
官
省
布
告
分
達
等
ノ

事
」
を
、
記
録
掛
は
、「
皇
室
及
皇
族
戸
口
増
減
及
職
員
履
歴
、
其
佗
諸
簿
書
編
纂
浄
録
、

官
省
布
告
編
冊
等
ノ
事
」
を
掌
っ
た
。

右
の
掛
規
程
に
添
付
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ
ば
、
常
務
掛
で
は
さ
ら
に
掛
内
で
の
分
担
が

み
ら
れ
、
管
主
、
事
務
取
扱
、
物
件
取
扱
、
給
仕
進
退
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
官
史
が
決

め
ら
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
管
主
に
中
録
渥
美
正
幹
、
事
務
取
扱
に
十
等
出
仕
高
原

淳
次
郎
ほ
か
二
名
、
物
件
取
扱
に
十
四
等
出
仕
青
木
行
方
ほ
か
一
名
、
給
仕
進
退
に
青
木

が
就
い
て
い
る
。
管
主
が
、「
掛
長
」
に
類
す
る
役
職
で
そ
れ
以
下
が
具
体
的
な
役
割
分

担
で
あ
ろ
う
。
往
復
掛
に
つ
い
て
は
、
事
務
遂
行
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
「
往
復

科
事
務
取
扱
惣
則
」（
明
治
八
年
二
月
二
十
七
日
輔
決
裁
）
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

業
務
内
容
が
詳
細
に
わ
か
る
。
同
惣
則
に
よ
れ
ば
、
往
復
掛
内
に
は
さ
ら
に
調
査
・
立

案
・
書
記
・
受
付
の
四
科
（
掛
）
が
設
け
ら
れ
、
往
復
業
務
の
処
理
に
従
事
し
て
い
た
（
（3
（

。

こ
の
常
務
・
往
復
・
記
録
の
三
掛
体
制
は
長
く
続
か
ず
、
明
治
八
年
五
月
九
日
、
常
務

掛
に
往
復
掛
が
合
併
し
（
明
治
八
年
五
月
九
日
卿
決
裁
）、
常
務
・
記
録
の
二
掛
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
常
務
掛
は
、
往
復
・
雑
務
・
受
付
の
「
小
区
分
」
が
立
て
ら
れ
、

事
務
を
分
掌
し
た
。
往
復
科
は
、「
調
査
、
立
案
附
新
聞
原
稿
下
付
取
扱
、
応
接
、
省
中

諸
達
」
を
、
受
付
科
は
、「
書
記
、
布
告
、
日
誌
回
達
、
皇
族
並
官
員
願
伺
届
」
を
、
雑

務
科
は
、「
行
幸
、
行
啓
、
倉
庫
、
管
鑰
、
器
械
、
鑑
札
、
御
写
真
、
恩
賜
進
献
、
禁
苑

拝
観
、
給
仕
取
締
」
を
掌
る
こ
と
に
な
っ
た
。
右
の
事
務
分
掌
に
合
わ
せ
て
各
科
に
よ
る

簿
書
の
管
理
区
分
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
日
録
」（「
日
用
事
務
ノ
内
往
復
公
文
及
諸
簿

冊
ニ
記
載
不
致
義
ニ
而
筆
記
い
た
し
置
へ
き
廉
を
記
ス
」）・「
要
録
」（「
上
局
ニ
テ
議
定

之
事
件
ヲ
記
ス
」）
の
二
冊
は
三
科
共
通
の
「
惣
持
」、「
省
中
廻
達
録
」・「
式
部
寮
ヘ
達

簿
」・「
件
銘
録
」（「
正
院
エ
上
申
ス
ル
件
銘
ヲ
記
シ
、
御
指
令
済
ノ
上
、
其
旨
ヲ
記
シ
テ

済
印
ヲ
捺
ス
」）・「
文
例
録
」（「
公
文
ノ
例
式
ヲ
記
ス
」）
な
ど
の
往
復
業
務
に
か
か
る
簿

書
は
往
復
科
、「
所
労
不
参
届
」・「
御
写
真
出
納
録
」・「
恩
賜
進
献
録
」
な
ど
は
雑
務
科
、

「
収
受
名
簿
」（
内
外
二
部
）・「
授
付
名
簿
」（
内
外
二
部
）
な
ど
は
受
付
科
の
管
理
す
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
（3
（

。

こ
こ
ま
で
の
庶
務
課
の
主
要
な
人
事
を
ま
と
め
る
と
表
3
の
よ
う
に
な
る
。
庶
務
課
設

置
以
後
、
明
治
八
年
頃
ま
で
は
庶
務
課
と
他
部
局
間
で
の
異
動
は
少
な
く
、
あ
る
程
度
固

定
さ
れ
た
人
員
で
組
織
運
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

翌
九
年
三
月
十
日
に
は
庶
務
課
内
に
華
族
掛
が
設
置
さ
れ
、
華
族
に
関
す
る
事
務
を
取

り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
（
明
治
九
年
三
月
十
日
輔
決
裁
）。
ま
た
、
同
年
五
月
十
二
日
に

は
そ
れ
ま
で
庶
務
課
に
預
け
ら
れ
、
保
管
さ
れ
て
い
た
宸
翰
を
「
宮
内
文
庫
約
束
」
の
制

定
に
よ
り
侍
講
局
へ
引
き
渡
し
た
（
（4
（

。

明
治
十
年
八
月
二
十
九
日
、
宮
内
省
に
お
け
る
官
等
の
改
正
に
伴
い
「
宮
内
省
職
制
及

事
務
章
程
」
が
定
め
ら
れ
た
（
（4
（

。
こ
れ
は
、
政
費
節
減
を
企
図
し
た
改
革
の
一
貫
と
し
て
行

わ
れ
た
改
正
で
あ
る
。
大
少
丞
・
録
・
出
仕
・
筆
生
・
省
掌
並
び
に
侍
従
長
・
侍
従
番

長
・
薬
剤
官
・
薬
剤
生
を
廃
止
し
、
正
権
大
少
書
記
官
・
属
十
等
・
侍
補
三
等
・
侍
従
試

補
・
医
員
・
及
び
皇
太
后
宮
大
夫
・
同
亮
が
設
置
さ
れ
た
。
宮
内
省
は
、「
皇
室
、
内
廷
、

皇
族
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
事
務
ヲ
管
理
ス
ル
所
」
と
さ
れ
、
卿
・
大
少
輔
の
も
と
に
置
か
れ

た
正
権
大
少
書
記
官
が
「
卿
ノ
命
ヲ
受
ケ
、
庶
務
ヲ
整
理
シ
公
文
受
付
ヲ
提
掌
握
ス
」
と

規
定
さ
れ
た
。

こ
の
少
し
の
ち
、
十
月
十
八
日
、
庶
務
課
に
お
い
て
分
掌
が
修
正
さ
れ
て
い
る
（
明
治

十
年
十
月
十
八
日
庶
務
課
長
決
定
）。
ま
ず
、
記
録
掛
の
名
称
が
編
纂
掛
と
改
め
ら
れ
た
。

(
35)

(
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編
纂
掛
は
、「
諸
公
文
ヲ
整
録
編
纂
シ
、
報
告
書
一
覧

表
ヲ
作
リ
及
旧
記
ヲ
抄
録
ス
ル
ヲ
掌
ル
」
と
さ
れ
た
。

次
に
、
常
務
掛
内
の
事
務
分
掌
が
、「
本
務
」・「
雑

務
」・「
職
務
」・「
受
付
」・「
書
記
」・「
布
告
」
の
区
分

に
改
め
ら
れ
た
。
本
務
は
、「
雑
務
職
務
ノ
両
科
ニ
関

セ
サ
ル
庶
務
ヲ
掌
ル
」、
雑
務
は
、「
御
写
真
、
祭
祀
、

典
式
、
饗
饌
、
管
鑰
、
物
品
、
進
献
、
賜
物
、
印
鑑
等

ノ
事
務
ヲ
掌
リ
、
給
仕
取
締
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
」、
職
務

は
、「
皇
族
及
官
員
之
諸
願
伺
届
及
官
員
進
退
徴
辟
通

達
ノ
事
務
及
職
員
録
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
」、
受
付
は
、「
内

外
ノ
公
文
ヲ
収
受
シ
テ
其
主
任
ヘ
授
付
シ
、
兼
テ
新
聞

原
稿
ヲ
書
記
シ
テ
授
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
掌
ル
」、
書
記
は
、

「
詔
勅
官
記
諸
辞
令
及
上
申
書
等
ヲ
浄
書
ス
ル
ヲ
掌
ル
、

但
御
用
閑
ノ
節
ハ
通
常
ノ
往
復
公
文
ヲ
浄
書
ス
ル
コ
ト

ア
ル
可
シ
」、
布
告
は
、「
官
省
布
告
日
誌
ノ
授
付
配
達

ヲ
掌
ル
」
と
具
体
的
な
区
分
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
華

族
掛
に
つ
い
て
は
従
前
の
通
り
と
さ
れ
た
が
、
常
務
掛

の
官
員
が
華
族
掛
を
兼
務
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
時
、
公
文
の
取
扱
方
法
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て

明
文
化
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
掲
げ
て
お
く
。

一
、
諸
般
ノ
事
務
主
任
官
終
始
担
任
シ
、
他
ノ
官

庁
若
ク
ハ
各
局
課
ニ
関
渉
ス
ル
事
務
ハ
照
会
督

促
シ
テ
淹
滞
失
誤
ナ
キ
ヲ
要
ス
、
完
了
ノ
後
ハ

表 3　宮内省庶務課主要人事一覧（明治 6〜 8年）

就任年 月 日 官　職 課内分掌 氏　名 転任年 月 日 転　任
6 9 9 十五等出仕 8.1.17 から往復掛 中野信成 8 2 3 →雑掌
6 12 12 権中録 8.1.17 から往復掛、8.5.12 から常務掛往復科 粟津職綱 ─ ─ ─ ─
6 12 12 少録 8.1.17 から記録掛 三宅實法 ─ ─ ─ ─
─ ─ ─ 少録 ─ 立花宇徳 6 12 12 →御内儀課
7 2 15 大録 8.1.17 から取締 浅田熙光 ─ ─ ─ ─
7 5 29 十五等出仕 8.1.17 から常務掛、8.5.12 から常務掛雑務科 青木行方 ─ ─ ─ ─
7 12 20 少丞 課長 山岡鐵太郎 ─ ─ ─ ─
8 1 12 等外一等出仕 8.1.17 から常務掛、8.5.12 から常務掛受付科 高屋康功 ─ ─ ─ ─
8 1 17 中録 常務掛、8.5.12 から常務掛往復科 渥美正幹 ─ ─ ─ ─

8 1 17 十一等出仕 常務掛、8.5.12 から常務掛往復科、8.5.19 か
ら記録掛 細田次朗 ─ ─ ─ ─

8 1 17 十二等出仕 常務掛、8.3.12 から往復掛、8.5.12 から常務
掛往復科 北条新三郎 ─ ─ ─ ─

8 1 17 十五等出仕 常務掛、8.5.12 から常務掛雑務科 大岡斧太郎 8 2 3 →内廷課
8 1 17 大録 往復掛、8.5.12 から常務掛往復科 田邊新七郎 ─ ─ ─ ─
8 1 17 中録 往復掛 粟津職綱 ─ ─ ─ ─
8 1 17 権少録 往復掛 中野信成 ─ ─ ─ ─

8 1 17 十二等出仕 常務掛、8.3.12 から常務掛、8.5.12 から常務
掛雑務科 高柳秀成 ─ ─ ─ ─

8 1 17 等外一等出仕 往復掛、8.5.12 から常務掛受付科 林長喜 ─ ─ ─ ─
8 1 17 中録 記録掛 和田義比 ─ ─ ─ ─
8 1 17 権中録 記録掛 三宅實法 ─ ─ ─ ─
8 1 17 十一等出仕 記録掛 吉田正弼 ─ ─ ─ ─
8 1 17 十二等出仕 記録掛 成瀬温 ─ ─ ─ ─
8 1 17 等外一等出仕 記録掛 五十嵐雅言 ─ ─ ─ ─
8 2 3 十三等出仕 ─ 西尾政徳 8 2 8 →内廷課

8 2 3 十等出仕 常務掛、8.5.19 記録掛助勤、8.5.12 から常務
掛雑務科 高原淳次郎 ─ ─ ─ ─

8 2 8 十五等出仕 ─ 大岡斧太郎 8 5 30 →内廷課

8 5 12 十四等出仕 8.5.12 から常務掛受付科、8.5.19 から兼記録
掛 吉澤乾三 ─ ─ ─ ─

8 5 30 十五等出仕 常務掛 渡辺剛 ─ ─ ─ ─

※�大臣官房秘書課「進退録」明治 6〜 8 年（識別番号 20805-2 〜 20807-2）、「袖珍官員録　宮内省」明治 6年 10 月 20
日改（識別番号 81939）ほかから作成。元号はすべて明治。官職などは就任時のもの。任命・転任は、明治 8年まで
のもの。
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其
公
文
ノ
条
緒
ヲ
正
シ
、
繁
文
ヲ
省
キ
、
他
日
ノ
閲
覧
ニ
便
ス
ル
ヨ
ウ
整
頓
シ
テ

編
纂
掛
ニ
交
付
ス
可
シ

但
、
通
常
ノ
往
復
公
文
ハ
主
任
官
若
ク
ハ
同
科
ノ
内
ニ
テ
浄
書
ス
ル
コ
ト
ヽ
ス

一
、
諸
公
文
ハ
主
任
官
先
ツ
起
草
押
印
シ
、
同
科
各
員
及
調
査
掛
押
印
シ
テ
之
ヲ
主

任
官
ニ
付
シ
、
主
任
官
ヨ
リ
課
長
ニ
呈
ス
ル
ヲ
常
則
ト
ス
、
但
急
遽
ノ
事
件
ハ
限

外
ノ
取
扱
ア
ル
可
シ

但
、
各
庁
等
ヨ
リ
収
受
ス
ル
公
文
検
閲
押
印
順
序
モ
本
文
ニ
準
ス

受
付
掛
事
務
取
扱
概
略

諸
公
文
ヲ
受
付
ス
ル
ト
キ
ハ
其
事
項
ヲ
区
分
シ
テ
主
任
ノ
科
ヘ
授
付
ス
、
若
シ
他
課

専
掌
ノ
事
件
ニ
シ
テ
本
課科
ノ
関
与
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
、
直
ニ
之
ヲ
該
課
ヘ
回
付
シ
テ
証

印
ヲ
取
ル
可
シ
（
（4
（

（
前
後
略
）

同
時
点
に
お
け
る
文
書
と
事
務
の
処
理
過
程
が
明
ら
か
と
な
る
資
料
で
あ
る
。
二
箇
条

目
に
み
ら
れ
る
調
査
掛
の
役
割
は
不
詳
だ
が
、
明
治
八
年
五
月
時
点
で
は
大
録
田
邊
新
七

郎
が
「
常
務
掛
調
査
」
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
（4
（

。

右
の
よ
う
に
、
庶
務
課
は
設
置
以
来
断
続
的
に
事
務
分
掌
が
変
更
さ
れ
た
が
、
こ
の
明

治
十
年
十
月
の
改
正
後
は
大
枠
と
し
て
は
落
ち
着
く
こ
と
に
な
る
。

四　

庶
務
課
の
変
遷
Ⅱ
─
明
治
十
一
年
〜
廃
止
─

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
と
翌
十
三
年
に
、
前
述
の
「
宮
内
省
職
制
及
事
務
章
程
」

の
改
正
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
（
（4
（

、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
庶
務
課
の
掛
編
制
に
変
化
は
み

ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
明
治
十
二
年
四
月
に
は
公
式
の
行
幸
・
行
啓
に
係
る
事
務
（
鹵
簿

の
配
置
・
進
退
な
ど
）
が
、
式
部
寮
へ
移
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
（4
（

。
こ
の
時
、

式
外
の
行
幸
・
行
啓
及
び
御
遊
行
は
、
庶
務
課
と
内
廷
課
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

掛
の
改
廃
が
見
出
せ
る
の
は
、
明
治
十
五
年
十
一
月
十
五
日
の
華
族
掛
の
廃
止
で
あ
る

（
明
治
十
五
年
十
一
月
十
五
日
宮
内
卿
決
裁
）。
華
族
掛
の
業
務
は
、
同
月
に
華
族
部
長
局

に
代
わ
っ
て
設
置
さ
れ
た
華
族
局
に
引
き
継
が
れ
た
（
（4
（

。

そ
の
後
、
明
治
十
七
年
六
月
六
日
に
庶
務
課
の
掛
の
廃
置
が
実
施
さ
れ
（
（4
（

、
同
時
に
「
庶

務
課
服
務
概
則
」
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
常
務
掛
が
廃
止
さ
れ
、
庶
務
課
内
に
常

務
・
職
務
・
雑
務
の
三
科
と
編
纂
掛
及
び
受
付
員
が
置
か
れ
て
い
る
。
三
科
の
所
掌
事
項

は
、
表
4
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
規
程
に
比
較
し
て
、
よ
り
一
層
細
か
い
事
務
分

掌
と
い
え
る
。
編
纂
掛
は
、「
専
ラ
簿
書
、
編
纂
、
浄
録
ヲ
掌
リ
、
編
纂
細
則
簿
ヲ
製
シ
、

現
在
ノ
規
程
、
掌
管
事
項
、
編
纂
方
法
ヲ
明
記
ス
ヘ
シ
」
と
さ
れ
て
お
り
、
従
来
と
大
き

な
変
わ
り
は
な
い
。
受
付
員
は
、「
文
書
・
物
品
ノ
受
授
」
を
掌
っ
た
。

こ
の
前
後
に
、
庶
務
課
に
お
け
る
事
務
・
文
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
重

要
な
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
庶
務
課
の
取
扱
事
項
の
う
ち
、
卿
ま
た
は
輔
・
出

仕
の
決
裁
（
検
印
）
を
受
け
る
べ
き
事
項
が
、
表
5
の
よ
う
に
明
確
に
さ
れ
た
（
明
治
十

七
年
五
月
十
九
日
輔
決
裁
）。
そ
れ
ま
で
曖
昧
で
あ
っ
た
決
裁
権
の
範
囲
の
境
界
線
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。
行
幸
啓
や
進
献
な
ど
の
皇
室
に
関
わ
る
事
項
や
他
組
織
と
の
や
り
と
り

に
関
す
る
こ
と
、
省
内
の
制
規
や
事
務
分
掌
に
係
る
事
項
な
ど
宮
内
省
の
所
掌
事
項
の
う

ち
特
に
重
要
な
も
の
は
卿
が
決
裁
権
者
に
、
そ
れ
よ
り
も
若
干
軽
微
な
案
件
に
つ
い
て
は

輔
・
出
仕
が
決
裁
権
者
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
に
は
、
明
治
十
七
年
九
月
に
宮
内
省
に
お
け
る
「
奏
上
」
の
手
続
き
が
三
種

類
に
区
分
さ
れ
た
（
（5
（

。
す
で
に
、
太
政
官
は
、
明
治
十
年
九
月
「
公
文
奏
上
ノ
程
式
」
（
（5
（

及

び
同
十
二
年
四
月
「
公
文
上
奏
式
及
施
行
順
序
」
（
（5
（

に
て
、
公
文
上
奏
の
様
式
を
定
め
て
い

た
が
、
宮
内
省
内
に
お
い
て
上
奏
手
続
き
が
明
文
化
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で

々

(
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あ
っ
た
（
（5
（

。
三
つ
の
区
分
と
は
、
①
勅
裁
を
仰
ぐ
べ
き
も

の
（
図
2
）、
②
奏
聞
を
経
て
施
行
す
べ
き
も
の
、
③

御
覧
に
供
す
べ
き
も
の
の
三
種
で
あ
る
。
三
種
の
区
分

ご
と
に
①
「
可
」、
②
「
聞
」、
③
「
覧
」
の
付
箋
を
文

書
右
上
に
貼
り
付
け
て
上
奏
し
、
天
皇
が
文
書
に
鈐
す

る
の
は
「
内
閣
奏
上
ニ
御
用
ヒ
ノ
御
分
」
の
「
可
」・

「
聞
」・「
覧
」
の
印
と
さ
れ
た
。
上
奏
文
書
は
、
卿
・

輔
が
捺
印
し
た
後
、
侍
従
・
出
仕
も
し
く
は
内
豎
（
（5
（

を
通

じ
て
上
奏
し
、
機
密
事
項
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は

「
奏
上
箱
」
に
入
れ
て
御
手
許
に
上
げ
る
と
さ
れ
た
。

右
の
よ
う
に
、
事
務
の
実
績
が
蓄
積
す
る
に
つ
れ
て
、

太
政
官
や
他
省
な
ど
が
定
め
る
規
程
に
合
わ
せ
つ
つ
庶

務
課
の
主
導
で
宮
内
省
内
で
も
規
程
類
が
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
。

翌
十
八
年
に
は
、
庶
務
課
内
に
通
信
員
二
名
が
置
か

れ
た
（
（5
（

。
通
信
員
は
、
庶
務
課
の
主
管
事
務
の
う
ち
、
次

の
項
目
を
毎
日
官
報
報
告
掛
へ
通
知
す
る
と
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
詔
勅
、
勅
使
、
巡
幸
、
行
幸
、
行
啓
、
両

皇
后
宮
及
び
明
宮
御
誕
辰
、
皇
子
女
御
降
誕
、
御
命
名
、

三
御
所
並
び
に
皇
族
平
常
御
動
止
、
御
寄
附
、
天
盃
下

賜
、
恩
賜
、
賞
与
、
御
救
恤
、
賜
饌
、
御
陪
食
、
除
隊

式
、
御
名
代
、
皇
居
御
造
営
ニ
係
ル
ノ
献
進
、
吹
上
濱

御
苑
拝
観
日
更
定
ニ
関
ス
ル
件
、
内
国
人
謁
見
、
皇
族
、

表 4　明治 17年　庶務課常務科・職務科・雑務科事務分掌

常務科

諸上申伺届（職務科・雑務科に関しない分）、政府令達、帝室及び宮内省の規制更革、省中令達、地所建物、
各宮開墾地など、御画像、御紋章、行幸啓鹵簿・御服・御馬具・供奉服など、御直宮御参内、皇居御造営、
御歌会、上表建言、御用邸貸渡、京都宮殿・御苑、馬車・馬匹及び各府県へ種馬下付、御由緒のある寺院
への拝借金、各新聞紙、御召艦及び御料汽車など、元老院会議筆記及び議事開会、宮内省所轄地内の内務
省、陸軍省などによる測量、御直宮などへ巡査配置、宮内省備馬現数農務局へ通報、御構内外及離宮向土
塁溝渠など工業中道路囲込あるいは竹柵取設などに関し其筋へ通知、各離宮掛水道修繕、水切など其筋へ
照会、各離宮内樹木へ障害をなす鳥類など銃殺、宮内省用達の標札掲示あるいは定宿など、皇族以下召喚
（職務科・雑務科に関しない分）、皇族事務（各宮附より諸願伺届〈御進退上に関しない分、新築邸、諸向
へ寄贈金、遊猟鑑札請求、木材など拝領あるいは建物御払下願、邸内へ分水井など取設）、幸啓の外諸門
開閉

職務科

皇族御身分並御家へ関する願伺届、皇族御改名・御改称及び海外内地御留学等、新年・天長節・両皇后宮
御誕辰に付御内儀拝謁、諸官員進退、官員録編製、各省庁官員録監守、忌服調、諸官員及び旧女官願伺届、
省中各局課廃置及び分合、諸官員履歴調査、各庁勅任官・府知事・県令及び本省官員席次審査、右同上宿
所留、諸官員進退に関する召喚、御料勅任官姓名並諸官員姓名掛札時々改正、職員録を太政官へ回付、諸
官員進退並旅行発着内蔵寮へ命令、官記辞令、官員正表編製（太政官・大蔵省へ回付）、麝香間祗候人名
取調、各省勅任官・各府県奏任官以上人員取調

雑務科

進献、恩賜、陪宴・賜饌、御写真下賜、各国派遣に付謁見並賢所参拝など（謁見の上賜物の件共）、御物
御覧、御門鑑、禁苑拝観、各離宮及其物品貸渡、御預り物品主管、御文庫物品出納取扱、庶務課諸物品請
求、庶務課員渡金及人力車代受渡、豊島岡御祭典、諸門管鑰、庶務課所管場所修繕並模様替、皇城並皇居
修繕模様替、書籍類賃借、物品遺失・紛失など

※大臣官房総務課「例規録」3・明治 17 年、第 114 号文書（識別番号 375 － 3）から作成。

表 5　明治 17年　卿及び輔・出仕による決裁（検印）の範囲

卿

行幸、行啓（御直宮御参内各所へ被為成候分とも）、進献（官庁出版図書など定例の分とも、皇居御造営
に関する献納は除く）、定例外の恩賜（社寺御寄付願とも）、陪宴、定例外賜饌、制規外の御画像御紋章、
制規外の尊像・尊牌、幸啓鹵簿・御服・御馬具・供奉服など改正、各国へ派遣の輩その他臨時の拝謁、各
庁奏任官以上の召喚の達、皇族方願伺に対する御指令（廉立たる届とも）、華族の元服・叙位・拝謁・天
盃下賜、拝借金願・返納延期願等、政府へ諸上申（上申前既に決裁済の分・諸届は除く）、告示、府県へ
の達、制規変更、宮内官の賞罰など、奏任以上願伺に対する御指令、府県より上申並びに願伺に対する御
指令（内規があるもの並びに定例の分を除く）、省中各寮局課掛の伺に対する御指令並びに達（廉立たる
分のみ）、省中各寮司課掛の列次伺、叙勲条例に依り本省官員叙勲の義賞勲局へ申牒案、大臣・参議・本
省勅任官婚娶・忌服・公私旅行発着届及各庁勅任官死去届、本省書記官忌服・公私旅行並びに奏任官以上
除服出仕及び改姓名届、本省官員死去届、地所建物購求譲与（賃借といえども廉立たる分）、各庁卿宛に
して廉立たる照会

輔
出仕

卿の決裁を乞うべき一切の事項、卿名で発出する文書で卿の検印を要しない文書（例文があるものは除く）、
職員録印刷原稿、御写真下賜原議（例規がある分）、吹上・濱離宮内国人特許観覧願、離宮など拝借願、
幼学綱要其他宮内省出版の書籍下賜・下付願（例規がある分）、宮内省の判任官以下旅行願・御指令・除
服出仕（月末取纏差出分）

※大臣官房総務課「例規録」3・明治 17 年、第 106 号文書から作成。



表 6　宮内省庶務課組織変遷表

年 課長 出来事

明治 2
7.8 職員令・宮内省設置

8.21 京都に留守宮内省設置

明治 3 12.22 留守宮内省、本省に合併

明治 4

明治 5

明治 6 7.2 正院へ宮内省各分課人員表提出　庶務課
この年、記録課の業務を引継ぎ、往復課・内儀課と合併

明治 7 12.20 山岡鐵太郎 12.20 庶務課中、雑掌懸、御内儀懸、青山御所及各離宮常務などの業務が新設された内廷課へ移管される

明治 8

1.17 常務掛

　5常務掛 : 往復科・雑務科・受付科

1.17 往復掛
　　2.27 往復科事務取扱惣則
　　受付掛（科）、書記掛（科）、　調査掛（科）、立案掛（科）

5.9 常務掛と合併

1.17 記録掛

明治 9 3.10 華族掛設置

明治 10 　10.18 常務掛 : 本務・雑務・職務・受付・書記・布告に分掌 10.18 編纂掛に改称

明治 11

明治 12

明治 13

明治 14

5.14
5.25 堤正誼

7.2
7.27 足立正聲

10.14

明治 15 1.18 児玉愛二郎 11.15 廃止（華族局へ引継）

明治 16

明治 17

5.7
5.7 堤正誼

10.3
10.3 櫻井能監

6.6 受付員を置く 6.6 常務科 6.6 職務科� 　　　　6.6 雑務科

明治 18 10.9 通信員を置く

明治 19 2.4 宮内省官制の施行により廃止、業務は内事課へ引継

※大臣官房総務課「例規録」明治 2〜 19 年・大臣官房秘書課「進退録」明治 6〜 19 年（識別番号は煩雑になるため省略）、『校訂明治史料顕要職務補任録』から作成。
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御
出
産
、
皇
族
御
婚
姻
、
皇
族
吉
凶
、
達
、
告
示
、
指
令
、
御
料
地
諸
件
、
官
吏
派
遣
、

奏
任
以
上
派
遣
、
奏
任
以
上
死
亡
、
奏
任
以
上
忌
引
除
服
私
事
旅
行
、
課
掛
等
廃
置
分
合
、

課
掛
長
命
名
、
官
吏
進
退
、
諸
御
門
守
衛
ニ
関
ス
ル
件
、
広
告
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
明
治

十
八
年
「
宮
内
省
職
員
録
」（
明
治
十
八
年
二
月
十
五
日
調
（
（5
（

）
を
み
る
と
権
少
書
記
官
田

邊
新
七
郎
の
肩
書
き
が
「
副
長
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
庶
務
副
長
の
役
職
が
い
つ
設

置
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

以
後
、
明
治
十
九
年
二
月
の
宮
内
省
官
制
の
制
定
に
伴
っ
て
庶
務
課
が
廃
止
さ
れ
て
事

務
が
内
事
課
に
引
き
継
が
れ
る
ま
で
組
織
の
改
編
は
確
認
で
き
な
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
宮
内
省
庶
務
課
を
中
心
に
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
宮
内
省
発
足
か
ら

明
治
十
九
年
に
庶
務
課
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
組
織
変
遷
を
み
て
き
た
。
こ
の
期
間
は
、

ほ
ぼ
太
政
官
制
が
布
か
れ
て
い
た
時
期
に
合
致
し
、
内
閣
制
の
発
足
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く

し
て
同
課
は
廃
止
さ
れ
、
事
務
は
内
事
課
へ
と
移
管
さ
れ
た
。

創
設
当
時
の
宮
内
省
は
、
幹
部
を
公
家
出
身
の
華
族
が
占
め
て
お
り
、
近
世
朝
廷
と
の

連
続
性
が
強
い
組
織
で
あ
っ
た
が
、
廃
藩
置
県
以
後
の
改
革
に
よ
り
、
士
族
や
「
草
莽
の

志
士
」
た
ち
を
要
職
に
起
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
な
が
ら
、
省
内
の
機

構
も
近
代
的
な
組
織
へ
と
徐
々
に
変
質
し
、
当
初
、
丞
・
録
な
ど
と
い
っ
た
官
職
に
あ
る

官
員
の
業
務
分
担
制
で
あ
っ
た
「
分
課
」
は
、
組
織
を
単
位
と
し
た
事
務
分
掌
へ
と
移
行

し
て
ゆ
く
。

明
治
六
年
以
降
、
庶
務
課
は
宮
内
省
の
事
務
系
統
の
中
心
と
な
っ
た
。
そ
の
所
掌
範
囲

は
、
時
期
に
よ
っ
て
若
干
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
行
幸
・
行
啓
や
進
献
・
恩
賜
・
御
写

真
と
い
っ
た
皇
室
に
関
わ
る
重
要
事
項
か
ら
各
種
規
程
の
改
廃
や
官
員
の
進
退
、
記
録
管

理
な
ど
の
宮
内
省
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
務

を
合
理
的
に
運
用
す
べ
く
、
稟
議
制
・
公
文
検
印
式
な
ど
の
事
務
処
理
方
法
の
整
備
が
定

め
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
庶
務
課
内
の
事
務
分
掌
も
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
庶
務
課
で
は
、
設

置
か
ら
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
科
・
掛
単
位
で
の
分
掌
が
整
備
さ
れ
た
。
明
治
八
年
に

発
足
し
た
常
務
・
往
復
・
記
録
の
三
掛
体
制
は
、
明
治
十
七
年
に
至
る
ま
で
大
小
の
改
正

※大臣官房総務課「例規録」4・明治 17 年、第 150 号文書。

図 2　宮内省公文奏上手続
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※
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
、
函
架
番
号
276-653。

図
3　
明
治
17
年
6
月
9
日
　
宮
内
省
階
下
平
面
図
（
100

分
1
図
）
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が
行
わ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
決
裁
権
者
や
上
奏
文
書
の
取
り
扱
い
な
ど
省
の
創
設
以

来
、
慣
例
で
行
わ
れ
て
い
た
業
務
が
経
験
の
蓄
積
に
基
づ
い
て
成
文
化
し
て
い
っ
た
。
業

務
量
は
、
年
を
経
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
い
っ
た
よ
う
で
「
宮
内
省
職
員
録
」
に
よ
れ
ば
、

明
治
十
八
年
の
庶
務
課
の
官
員
数
は
、
一
〇
〇
名
以
上
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
た
（
（5
（

。

明
治
十
九
年
二
月
四
日
に
制
定
さ
れ
た
宮
内
省
官
制
（
（5
（

に
は
宮
内
省
の
分
課
か
ら
庶
務
課

が
み
え
な
く
な
り
、
そ
の
業
務
を
継
承
す
る
部
局
と
し
て
内
事
課
が
置
か
れ
た
。
内
事
課

は
、「
省
内
庶
務
ヲ
掌
ル
」
と
さ
れ
、
庶
務
課
長
で
あ
っ
た
櫻
井
能
監
が
内
事
課
長
に
就

任
し
、
庶
務
副
長
で
あ
っ
た
田
邊
新
一
郎
が
内
事
課
次
長
を
つ
と
め
る
な
ど
人
的
に
も
連

続
し
て
い
る
。
内
事
課
設
置
以
降
の
組
織
変
遷
に
つ
い
て
は
次
稿
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

註※
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
本
稿
中
で
利
用
し
た
資
料
は
宮
内
公
文
書
館
の
所
蔵
で
あ
る
。
簿
冊
の

直
前
に
示
し
た
部
局
名
は
、「
宮
内
公
文
書
館
特
定
歴
史
公
文
書
等
目
録
」
の
分
類
1
の
項
目
と

一
致
す
る
。

（
1
）　

拙
稿
「
図
書
寮
・
書
陵
部
に
お
け
る
官
制
・
事
務
分
掌
の
歴
史
的
変
遷
」（『
書
陵
部
紀

要
』
六
四
、
二
〇
一
三
年
）。

（
2
）　

同
じ
名
称
の
組
織
と
し
て
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
宮
内
大
臣
官
房
に
お
か
れ
た
庶

務
課
ほ
か
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
明
治
期
に
存
在
し
た
庶
務
課
で
あ
る
。

（
3
）　

た
と
え
ば
、
近
代
日
本
研
究
会
編
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
二
十　

宮
中
・
皇
室
と
政

治
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）　

堀
口
修
「
近
代
の
宮
内
省
官
制
に
つ
い
て
─
太
政
官
制
下
を
中
心
と
し
て
─
」（
三
上
照

美
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
近
代
日
本
の
政
治
と
社
会
』
岩
田
書
院
、二
〇
〇
一
年
）。

（
5
）　
「
公
文
書
類
保
存
期
限
ノ
区
別
及
編
纂
簿
冊
名
」（
大
正
二
年
七
月
二
十
三
日
大
臣
決
裁
、

大
正
七
年
十
二
月
二
十
五
日
改
訂
）
に
よ
れ
ば
、「
例
規
録
」
は
「
主
管
事
務
ノ
例
規
書
類
ヲ

編
次
」
し
た
簿
冊
で
あ
る
（
宗
秩
寮
「
公
文
書
類
編
纂
保
管
ニ
関
ス
ル
規
程
」、
識
別
番
号
三

一
八
一
二
）。
こ
の
規
程
に
つ
い
て
は
、
堀
口
修
『
宮
内
省
の
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
』（
創
泉
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
6
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
二
年
、
第
六
二
二
。

（
7
）　

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
明
治
二
年
八
月
二
十
一
日
条
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

六
九
年
）。

（
8
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
三
年
、
第
九
六
〇
。

（
9
）　

式
部
職
「
任
解
日
録
」
明
治
二
〜
三
年
（
識
別
番
号
二
〇
一
三
）。

（
10
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
四
年
、
第
三
八
五
。

（
11
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
明
治
四
年
七
月
二
十
日
条
。
明
治
三
年
九
月
二
十
四
日
付
で
大

津
好
卿
（
元
宮
内
権
大
丞
大
津
伊
之
助
ヵ
）
が
次
の
よ
う
に
建
白
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
（「
維

新
当
時
建
白
書
類
雑
纂
」
四
、
識
別
番
号
七
三
九
二
〇
）。
同
資
料
は
、
辻
岡
健
志
氏
に
ご
教

示
い
た
だ
い
た
。

八
百
年
来　
　

大
政
武
臣
エ
御
委
任
ニ
相
成
候
ヨ
リ
、
乍
恐　
　

天
朝
ニ
ハ
自
然
時
勢
ニ

御
疎
ク
被
為
成
、
別
而　

内
廷
ニ
於
テ
ハ
旧
来
之
弊
風
間
々
有
之
、
未
タ
尽
ク
御
一
洗
与

申
御
儀
ニ
モ
不
被
為
至
候
様
（
中
略
）
然
ル
処
省
中
只
今
之
趣
ニ
テ
ハ
迚
モ
其
任
ヲ
尽
シ

候
儀
ハ
甚
以
テ
難
キ
事
与
奉
存
候
、
就
而
ハ
何
卒
藩
士
之
中
ヨ
リ
可
然
人
材
御
撰
ニ
相
成
、

大
輔
、
少
輔
之
中
エ
一
人
、
大
丞
エ
一
人
及
侍
従
之
中
エ
両
三
人
御
差
加
エ
被　

仰
付
度

奉
御
願
候
（
前
後
略
）

（
12
）　

前
掲
註
（
4
）「
近
代
の
宮
内
省
官
制
に
つ
い
て
」、
西
川
誠
『
明
治
天
皇
の
大
日
本
帝

国
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
）、
九
九
〜
一
〇
一
頁
ほ
か
参
照
。

（
13
）　
「
宮
内
省
日
記
」
一
、
明
治
二
年
九
月
十
四
日
条
（
識
別
番
号
七
四
八
〇
一
）。
明
治
初
期

に
宮
内
省
で
作
成
さ
れ
た
日
記
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
の
公
文
書
─
宮
内

省
草
創
期
の
記
録
─
」（『
古
文
書
研
究
』
七
五
、
二
〇
一
三
年
）
で
紹
介
し
た
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。

（
14
）　
『
法
規
分
類
大
全
』
官
職
門
四
・
官
制
〔
目
〕、
一
〇
巻
、
三
八
六
頁
。

（
15
）　
「
宮
内
省
日
記
」
一
、
明
治
二
年
十
二
月
七
日
条
。
な
お
、
同
資
料
の
記
述
に
は
宿
番
の



（ 50 ）

人
員
に
土
木
司
な
ど
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
の
ち
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
こ

こ
に
は
列
記
し
な
か
っ
た
。

（
16
）　

八
瀬
童
子
・
山
科
郷
士
に
つ
い
て
は
、
宇
野
日
出
生
『
八
瀬
童
子
─
歴
史
と
文
化
─
』

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
谷
口
真
康
「
幕
末
維
新
期
の
山
科
郷
士
と
『
勤
王
思
想
』」

（『
日
本
歴
史
』
六
五
四
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
参
照
。

（
17
）　
「
宮
内
省
日
記
」
一
、
明
治
二
年
十
月
二
十
四
日
条
ほ
か
。

（
18
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
六
年
、
第
八
〇
号
文
書
（
識
別
番
号
三
六
四
）。

（
19
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
重
要
雑
録
」
一
・
明
治
六
年
、
第
一
七
号
文
書
（
識
別
番
号
二
三
二

四
九
─
一
）。

（
20
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
六
年
、
第
四
八
号
文
書
。

（
21
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
六
年
七
月
十
七
日
、
太
政
官
（
布
）
二
五
〇
号
。

（
22
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
六
年
、
第
六
三
号
文
書
、『
法
規
分
類
大
全
』
官
職

門
四
・
官
制
〔
目
〕、
一
〇
巻
、
三
七
二
頁
。

（
23
）　

た
だ
し
、「
進
退
録
」
一
・
明
治
六
年
（
識
別
番
号
二
〇
八
〇
五
─
一
）
な
ど
で
は
、
明

治
六
年
十
二
月
段
階
で
も
御
内
儀
課
の
名
称
が
み
え
、
す
ぐ
に
合
併
が
成
っ
た
わ
け
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
十
二
月
十
三
日
、
十
二
等
出
仕
二
位
局
附
柴
田
昌
長
が
権
中

録
に
昇
任
し
、
御
内
儀
課
に
配
置
替
え
さ
れ
た
例
が
み
え
る
（
同
資
料
第
六
〇
号
文
書
）。

（
24
）　

こ
の
前
後
の
資
料
に
は
、「
科
」
で
は
な
く
「
掛
」
と
表
記
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
必

ず
し
も
名
称
が
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

（
25
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
六
年
、
第
六
三
号
文
書
。

（
26
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
六
年
、
第
六
五
号
文
書
。
こ
の
公
文
検
印
式
は
、
石

塚
一
雄
「
内
大
臣
・
宮
中
顧
問
官
・
内
大
臣
府
・
宮
内
省
文
書
」（
三
上
照
美
編
『
日
本
古
文

書
学
講
座
』
第
九
巻
・
近
代
編
Ⅰ
、
雄
山
閣
、
一
九
七
九
年
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
西
川

誠
「
左
院
に
お
け
る
公
文
書
処
理
」（『
日
本
歴
史
』
五
二
八
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
太

政
官
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
「
カ
ガ
ミ
」
は
太
政
官
制
潤
飾
後
の
明
治
六
年
五
月
頃
に
定
型

化
し
、
同
八
年
九
月
二
十
七
日
に
成
文
化
し
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
同
時
代
の
宮
内
省
の
資
料

中
に
は
「
決
裁
」
の
用
語
は
見
出
せ
な
い
が
、
本
稿
で
は
検
印
式
が
定
め
ら
れ
た
こ
の
時
以
降
、

「
決
裁
」
と
便
宜
的
に
用
い
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
27
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
六
年
、
第
六
九
号
文
書
。

（
28
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
六
年
、
第
八
〇
号
文
書
。

（
29
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
重
要
雑
録
」
明
治
七
年
、
第
三
六
号
文
書
（
識
別
番
号
二
三
二
五

〇
）、
金
井
之
恭
編
・
三
上
照
美
校
訂
『
校
訂
明
治
史
料
顕
要
職
務
補
任
録
』（
柏
書
房
、
一
九

六
七
年
）。

（
30
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
重
要
雑
録
」
二
・
明
治
六
年
、
第
四
九
号
文
書
（
識
別
番
号
二
三
二

四
九
─
二
）。

（
31
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
七
年
、
第
七
八
号
文
書
（
識
別
番
号
三
六
五
）。

（
32
）　

大
臣
官
房
秘
書
課
「
進
退
録
」
一
・
明
治
七
年
、
第
八
三
号
文
書
（
識
別
番
号
二
〇
八
〇

六
─
一
）。

（
33
）　

大
臣
官
房
秘
書
課
「
進
退
録
」
一
・
明
治
八
年
、
第
四
号
文
書
（
識
別
番
号
二
〇
八
〇
七

─
一
）。

（
34
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
一
・
明
治
八
年
、
第
三
二
号
文
書
（
識
別
番
号
三
六
六
─

一
）。

（
35
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
九
年
、
第
七
〇
号
文
書
（
識
別
番
号
三
六
七
）。

（
36
）　

宮
内
省
に
お
け
る
往
復
文
書
の
処
理
工
程
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
拙
稿
「
宮
内
省
に
お
け

る
公
文
書
管
理
史
の
研
究
─
太
政
官
制
期
の
「
往
復
文
書
」
を
中
心
に
─
」（
国
立
公
文
書
館

編
刊
『
平
成
二
十
四
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
Ⅲ
修
了
研
究
論
文
集
』、
二
〇
一
三
年
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
37
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
二
・
明
治
八
年
、
第
六
〇
号
文
書
（
識
別
番
号
三
六
六
─

二
）、「
華
族
法
例
彙
纂
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
本
館
─
二
Ａ
─
〇
三
四
─
〇

一
・
単
〇
一
三
九
七
一
〇
〇
）。

（
38
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
二
・
明
治
八
年
、
第
六
二
号
文
書
。「
帝
室
例
規
類
纂
」

明
治
八
年
・
巻
一
七
・
図
書
門
（
識
別
番
号
二
三
三
四
九
─
一
七
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
八
年
六

月
十
八
日
に
は
、
宮
内
卿
か
ら
内
務
卿
に
宛
て
て
「
宮
内
省
記
録
」
の
目
録
が
提
出
さ
れ
て
い

る
が
「
例
規
録
」
の
記
載
と
一
致
し
な
い
箇
所
が
あ
る
。
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（
39
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
九
年
、
第
五
八
号
文
書
（
識
別
番
号
三
六
七
）。

（
40
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
明
治
九
年
、
第
六
九
号
文
書
。「
宮
内
文
庫
約
束
」
は
、

「
宮
内
省
書
籍
借
覧
規
則
」
と
と
も
に
明
治
七
年
十
一
月
に
制
定
さ
れ
て
い
る
（
明
治
七
年
十

一
月
十
日
卿
決
裁
、
侍
講
局
「
例
規
録
」
明
治
六
〜
十
九
年
、
明
治
七
年
第
三
号
文
書
、
識
別

番
号
六
四
三
七
）。「
宮
内
文
庫
約
束
」
で
は
、「
宮
内
ノ
図
書
」
を
四
種
類
に
分
類
し
、
分
類

ご
と
に
「
御
府
」・「
長
秋
舎
」・「
飛
香
舎
」・「
宮
内
省
」
の
印
を
捺
し
た
。
分
類
の
基
準
は
以

下
の
通
り
。
①
御
府
：
「
御
覧
ニ
備
フ
ル
者
（
マ
マ
）」、
②
長
秋
舎
：
「
皇
太
后
宮
ニ
備
フ
ル
者
」、
③

飛
香
舎
：
「
皇
后
宮
ニ
備
フ
ル
者
」、
④
宮
内
省
：
「
宮
内
省
ニ
備
フ
ル
者
」。

（
41
）　
「
太
政
類
典
」
第
二
編
・
明
治
四
年
〜
明
治
十
年
・
第
十
八
巻
・
官
制
五
・
文
官
職
制
五

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
本
館
─
二
Ａ
─
〇
〇
九
─
〇
〇
・
太
〇
〇
二
四
〇
一
〇
〇
）、

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
一
・
明
治
十
、
第
四
号
文
書
（
識
別
番
号
三
六
八
─
一
）、『
明

治
天
皇
紀
』
第
四
、
明
治
十
年
八
月
二
十
九
日
条
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）。

（
42
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
二
・
明
治
十
年
、
第
九
四
号
文
書
（
識
別
番
号
三
六
八
─

二
）。

（
43
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
二
・
明
治
十
年
、
第
九
四
号
文
書
。

（
44
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
二
・
明
治
八
年
、
第
六
二
号
文
書
。

（
45
）　

前
掲
註
（
4
）「
近
代
の
宮
内
省
官
制
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
46
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
一
・
明
治
十
三
年
、
第
一
七
号
文
書
（
識
別
番
号
三
七
一

─
一
）、『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
、
明
治
十
二
年
四
月
二
十
一
日
条
。
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
十
年

九
月
十
四
日
に
式
部
寮
は
、
太
政
官
か
ら
宮
内
省
へ
移
管
さ
れ
、
翌
年
八
月
七
日
、
宮
内
卿
が

式
部
寮
の
事
務
を
管
掌
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
、
明
治
十
年
九
月

十
四
日
条
・
明
治
十
一
年
八
月
七
日
条
）。

（
47
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
二
・
明
治
十
五
年
、
第
一
三
三
号
文
書
（
識
別
番
号
三
七

三
─
二
）。

（
48
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
一
・
明
治
十
五
年
、
第
一
九
号
文
書
（
識
別
番
号
三
七
三

─
一
）。

（
49
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
三
・
明
治
十
七
年
、
第
一
一
四
号
文
書
（
識
別
番
号
三
七

五
─
三
）。

（
50
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
三
・
明
治
十
七
年
、
第
一
〇
六
号
文
書
。

（
51
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
四
・
明
治
十
七
年
、
第
一
五
〇
号
文
書
（
識
別
番
号
三
七

五
─
四
）。

（
52
）　
「
公
文
録
」
明
治
十
年
・
第
百
五
十
一
巻
・
官
符
原
案
抄
録
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請

求
番
号
本
館
─
二
Ａ
─
〇
一
〇
─
〇
〇
・
公
〇
二
一
七
三
一
〇
〇
）。

（
53
）　
「
公
文
録
」
明
治
十
二
年
・
第
四
巻
・
明
治
十
二
年
四
月
・
各
局
（
請
求
番
号
本
館
二
Ａ

─
〇
一
〇
─
〇
〇
・
公
〇
二
四
二
六
一
〇
〇
）。

（
54
）　

前
掲
註
（
26
）「
内
大
臣
・
宮
中
顧
問
官
・
内
大
臣
府
・
宮
内
省
文
書
」
参
照
。

（
55
）　

内
豎
は
、
明
治
四
年
十
一
月
二
十
二
日
に
宮
内
省
内
に
置
か
れ
（『
法
令
全
書
』
明
治
四

年
、
太
政
官
（
布
）
第
六
一
一
）、
翌
五
年
四
月
五
日
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
（『
法
令
全
書
』

明
治
五
年
、
太
政
官
（
布
）
第
一
一
〇
）、
明
治
十
七
年
三
月
二
十
一
日
に
再
び
置
か
れ
た

（
侍
従
職
「
布
達
録
」
明
治
十
七
年
、
第
三
号
文
書
、
識
別
番
号
一
四
四
〇
）。

（
56
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
二
・
明
治
十
八
年
、
第
一
〇
六
号
文
書
（
識
別
番
号
三
七

六
─
三
）。

（
57
）　
「
宮
内
省
職
員
録
」
明
治
十
八
年
二
月
十
五
日
（
識
別
番
号
八
一
九
三
七
）。

（
58
）　
「
宮
内
省
職
員
録
」
明
治
十
八
年
二
月
十
五
日
。

（
59
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
十
九
年
、
宮
内
省
第
一
号
達
。

（
図
書
課
宮
内
公
文
書
館
公
文
書
調
査
室
）




